
【実施手順】
①貯蔵シリンダ1本のクリプトンガス全量を除染ガス貯槽へ送る。
②空になった貯蔵シリンダに希釈洗浄用の窒素ガスを供給したのち、クリプトンを含む窒素ガスを除染ガス貯槽

に送る。
③除染ガス貯槽内のクリプトンを希釈するため窒素ガスを供給する。
④放射線モニタ、風速条件（1m/s以下の場合は中断）を監視しながら、除染ガス貯槽内のクリプトンを主排気筒

を経由し管理放出を行う。
※上記操作を貯蔵シリンダ1本づつ繰り返し実施する。
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【合計（4本）】
放射能量：約1×106 GBq

クリプトン回収技術開発施設

放出管理基準 放射能量

再処理保安規定 年間 2.0×106 GBq

安全協定
年間 2.0×106 GBq

1日 1.2×105 GBq




